
(57)【要約】

【課題】階調値補正方法、補正回路、及びこれを備える

ディスプレイ装置を提供する。

【解決手段】階調値補正回路は、選択信号発生回路と階

調値選択回路を備える。選択信号発生回路は、現在フレ

ームの階調値と以前フレームの階調値とを受信して、こ

れらの差値を計算して、計算された差値と設定された基

準値との比較結果による選択信号を発生させる。階調値

選択回路は、前記選択信号に応答して前記現在フレーム

の階調値と補正階調値のうちで、何れか一つの階調値を

出力する。階調値補正方法は、前記階調値補正回路によ

って具現される。前記階調値補正回路と補正方法は、携

帯用中小型LCDの応答速度を向上させうる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 階 調 値 (gray-scale value)を 補 正 す る 方 法 に お い て 、
　 基 準 値 に 対 す る 前 記 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値
と の 間 の 差 値 (difference)に 応 答 し て 、 前 記 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調
値 ま た は 前 記 現 在 フ レ ー ム の 補 正 さ れ た 階 調 値 を 選 択 的 に 提 供 す る 段 階 を 含 む こ と を 特 徴
と す る 階 調 値 補 正 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 選 択 的 に 提 供 す る 段 階 は 、
　 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 前 記 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 と の 間 の 前 記 差 値 が 前 記 基 準 値
を 超 過 す れ ば 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 補 正 さ れ た 階 調 値 を 提 供 す る 段 階 と 、
　 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 前 記 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 と の 間 の 前 記 差 値 が 前 記 基 準 値
よ り 小 さ け れ ば 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 を 提 供 す る 段 階 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 階 調 値 補 正 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 方 法 は 、
　 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル (look-up table)で の 値 を イ ン タ ー ポ レ ー シ ョ ン す る こ と で 、 前
記 補 正 さ れ た 階 調 値 を 決 め る 段 階 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 階 調
値 補 正 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 方 法 は 、
　 前 記 現 在 フ レ ー ム に 対 し て 、 選 択 的 に 提 供 さ れ た 前 記 階 調 値 ま た は 前 記 補 正 さ れ た 階 調
値 を 前 記 デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 印 加 す る 段 階 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 階 調 値 補 正 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 デ ィ ス プ レ イ 装 置 は 、
　 液 晶 表 示 装 置 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 階 調 値 補 正 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 を 遂 行 し て 、 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 階 調 値 を 補 正 す る 回 路 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 を 遂 行 し て 、 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 階 調 値 を 補 正 す る 回 路 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 を 遂 行 し て 、 階 調 値 を 補 正 す る 回 路 を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 を 遂 行 し て 、 階 調 値 を 補 正 す る 回 路 を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 階 調 値 補 正 方 法 に お い て 、
　 基 準 値 を 設 定 す る 段 階 と 、
　 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 と の 差 値 と 前 記 基 準 値 を 比 べ る 段 階 と 、
　 比 較 結 果 に 基 づ い て 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 補 正 階 調 値 の う ち 、 何 れ か 一 つ の 階 調
値 を 出 力 す る 段 階 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 階 調 値 補 正 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 補 正 階 調 値 は 、 デ ー タ 貯 蔵 回 路 に 貯 蔵 さ れ た 多 数 の 測 定 階 調 値 に 対 す る デ ー タ の う
ち で 、 少 な く と も 一 つ の 測 定 階 調 値 に 対 す る デ ー タ に 基 づ い て 生 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 階 調 値 補 正 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 基 準 値 を 設 定 す る 段 階 は 、 前 記 基 準 値 を ０ な い し ７ の う ち で 、 何 れ か 一 つ に 設 定 す
る 段 階 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 階 調 値 補 正 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 何 れ か 一 つ の 階 調 値 を 出 力 す る 段 階 は 、

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-338016 A 2006.12.14



　 前 記 差 値 が 前 記 設 定 さ れ た 基 準 値 よ り 大 き い 場 合 、 前 記 補 正 階 調 値 を 出 力 し て 、 そ れ 以
外 の 場 合 に は 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 を 出 力 す る 段 階 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ０ に 記 載 の 階 調 値 補 正 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 階 調 値 補 正 回 路 に お い て 、
　 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 と を 受 信 し て 、 こ れ ら の 差 値 を 計 算 し て
、 計 算 さ れ た 差 値 と 設 定 さ れ た 基 準 値 と の 比 較 結 果 に よ る 選 択 信 号 を 発 生 す る 選 択 信 号 発
生 回 と 、
　 前 記 選 択 信 号 に 応 答 し て 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 補 正 階 調 値 の う ち で 、 何 れ か 一
つ の 階 調 値 を 出 力 す る 階 調 値 選 択 回 路 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 階 調 値 補 正 回 路 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 選 択 信 号 発 生 回 路 は 、
　 外 部 か ら 入 力 さ れ る 前 記 基 準 値 を 貯 蔵 す る た め の レ ジ ス タ ー と 、
　 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 前 記 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 と を 受 信 し て 、 こ れ ら の 差 値 を
計 算 し て 、 前 記 計 算 さ れ た 差 値 を 出 力 す る た め の 演 算 器 と 、
　 前 記 レ ジ ス タ ー に 貯 蔵 さ れ た 前 記 基 準 値 と 前 記 演 算 回 路 か ら 出 力 さ れ た 差 値 と を 受 信 し
て 、 こ れ ら の 大 き さ を 比 べ て 、 そ の 比 較 結 果 に よ る 前 記 選 択 信 号 を 出 力 す る た め の 比 較 器
と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 階 調 値 補 正 回 路 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 階 調 値 選 択 回 路 は 、
　 多 数 の 測 定 階 調 値 に 対 す る デ ー タ を 貯 蔵 し て お り 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 前 記 以
前 フ レ ー ム の 階 調 値 と を 受 信 し て 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 前 記 以 前 フ レ ー ム の 階 調
値 に 基 づ い て 前 記 多 数 の 測 定 階 調 値 に 対 す る デ ー タ の う ち で 、 少 な く と も 一 つ の 測 定 階 調
値 に 対 す る デ ー タ を 出 力 す る た め の デ ー タ 貯 蔵 回 路 と 、
　 前 記 デ ー タ 貯 蔵 回 路 か ら 出 力 さ れ た 前 記 少 な く と も 一 つ の 測 定 階 調 値 に つ い て の デ ー タ
を 演 算 し て 、 演 算 結 果 に よ る 前 記 補 正 階 調 値 を 出 力 す る た め の 演 算 器 と 、
　 前 記 演 算 器 か ら 出 力 さ れ た 前 記 補 正 階 調 値 と 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と を 受 信 し て 、
前 記 選 択 信 号 に 応 答 し て 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 前 記 補 正 階 調 値 の う ち で 、 何 れ か 一
つ の 階 調 値 を 出 力 す る た め の 選 択 回 路 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の
階 調 値 補 正 回 路 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 デ ー タ 貯 蔵 回 路 は 、
　 少 な く と も 三 つ の 測 定 階 調 値 に つ い て の デ ー タ を 同 時 に ア ク セ ス で き る バ ス ラ イ ン 構 造
を 持 つ こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 階 調 値 補 正 回 路 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 デ ィ ス プ レ イ 装 置 に お い て 、
　 各 々 が 対 応 す る ゲ ー ト 線 と 対 応 す る デ ー タ 線 と の 交 点 に 形 成 さ れ た 多 数 の 画 素 を 備 え る
液 晶 表 示 パ ネ ル と 、
　 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 と を 受 信 し て 、 こ れ ら の 差 値 を 計 算 し て
、 計 算 さ れ た 差 値 と 基 準 値 の 比 較 結 果 に よ る 選 択 信 号 に 応 答 し て 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階
調 値 と 補 正 階 調 値 の う ち で 、 何 れ か 一 つ の 階 調 値 を 出 力 す る 階 調 値 補 正 回 路 と 、
　 前 記 階 調 値 補 正 回 路 か ら 出 力 さ れ た 階 調 値 に 相 応 す る 電 圧 を 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 対 応
す る デ ー タ 線 に 印 加 す る た め の デ ー タ ド ラ イ バ ー と 、
　 ゲ ー ト オ ン 信 号 を 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 対 応 す る ゲ ー ト 線 に 印 加 す る た め の ゲ ー ト ド ラ
イ バ ー と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 階 調 値 補 正 回 路 は 、
　 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 前 記 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 と を 受 信 し て 、 こ れ ら の 差 値 を
計 算 し て 、 前 記 計 算 さ れ た 差 値 と 前 記 基 準 値 と の 比 較 結 果 に よ る 前 記 選 択 信 号 を 発 生 す る
選 択 信 号 発 生 回 路 と 、
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　 前 記 選 択 信 号 に 応 答 し て 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 前 記 補 正 階 調 値 の う ち で 、 何 れ
か 一 つ の 階 調 値 を 出 力 す る 階 調 値 選 択 回 路 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ に 記
載 の デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 選 択 信 号 発 生 回 路 は 、
　 前 記 基 準 値 を 貯 蔵 す る た め の レ ジ ス タ ー と 、
　 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 前 記 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 と を 受 信 し て 、 こ れ ら の 差 値 を
計 算 し て 、 計 算 さ れ た 差 値 を 出 力 す る た め の 演 算 器 と 、
　 前 記 レ ジ ス タ ー に 貯 蔵 さ れ た 前 記 基 準 値 と 前 記 演 算 器 か ら 出 力 さ れ た 差 値 と を 受 信 し て
、 こ れ ら を 比 べ て 、 そ の 比 較 結 果 に よ る 前 記 選 択 信 号 を 出 力 す る た め の 比 較 器 と 、 を 備 え
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 階 調 値 選 択 回 路 は 、
　 多 数 の 測 定 階 調 値 に つ い て の デ ー タ を 貯 蔵 し て お り 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 前 記
以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 と を 受 信 し て 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 前 記 以 前 フ レ ー ム の 階
調 値 に 基 づ い て 前 記 多 数 の 測 定 階 調 値 に つ い て の デ ー タ の う ち で 、 少 な く と も 一 つ の 測 定
階 調 値 に つ い て の デ ー タ を 出 力 す る た め の デ ー タ 貯 蔵 回 路 と 、
　 前 記 デ ー タ 貯 蔵 回 路 か ら 出 力 さ れ た 前 記 少 な く と も 一 つ の 測 定 階 調 値 に つ い て の デ ー タ
を 演 算 し て 、 演 算 結 果 に よ る 前 記 補 正 階 調 値 を 出 力 す る た め の 演 算 器 と 、
　 前 記 演 算 器 か ら 出 力 さ れ た 前 記 補 正 階 調 値 と 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と を 受 信 し て 、
前 記 選 択 信 号 に 応 答 し て 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 前 記 補 正 階 調 値 の う ち で 、 何 れ か 一
つ の 階 調 値 を 出 力 す る た め の 選 択 回 路 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ に 記 載 の
デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 デ ー タ 貯 蔵 回 路 は 、
　 少 な く と も 三 つ の 測 定 階 調 値 に つ い て の デ ー タ を 同 時 に ア ク セ ス で き る バ ス ラ イ ン 構 造
を 持 つ こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 各 々 が 対 応 す る ゲ ー ト 線 と 対 応 す る デ ー タ 線 の 交 点 に 形 成 さ れ た 多 数 の 画 素 を 備 え る 液
晶 表 示 パ ネ ル を 備 え る デ ィ ス プ レ イ 装 置 の デ ー タ 線 駆 動 方 法 に お い て 、
　 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 と を 受 信 し て 、 こ れ ら の 差 値 を 計 算 し て
、 計 算 さ れ た 差 値 と 設 定 さ れ た 基 準 値 と の 比 較 結 果 に よ っ て 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値
と 補 正 階 調 値 の う ち で 、 何 れ か 一 つ の 階 調 値 を 出 力 す る (a)段 階 と 、
　 前 記 (a)段 階 で 出 力 さ れ た 階 調 値 に 相 応 す る 電 圧 を 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 対 応 す る デ ー
タ 線 に 印 加 す る 段 階 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る デ ィ ス プ レ イ 装 置 の デ ー タ 線 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 (a)段 階 は 、
　 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 前 記 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 と を 受 信 す る 段 階 と 、
　 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 前 記 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 に 基 づ い て 多 数 の 測 定 階 調 値 に
つ い て の デ ー タ の う ち で 、 少 な く と も 一 つ の 測 定 階 調 値 に つ い て の デ ー タ を 演 算 し て 、 前
記 演 算 結 果 に 相 応 す る 前 記 補 正 階 調 値 を 生 成 す る 段 階 と 、 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 装 置 の デ ー タ 線 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 階 調 値 補 正 方 法 に お い て 、
　 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 を 受 信 す る 段 階 と 、
　 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 、 前 記 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 及 び 基 準 値 に 基 づ い て 選 択 信 号
を 発 生 す る 段 階 と 、
　 前 記 選 択 信 号 に 応 答 し て 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 補 正 階 調 値 の う ち で 、 何 れ か 一 つ
の 階 調 値 を 出 力 す る 段 階 と 、 を 含 む 、
　 前 記 基 準 値 は 、 補 正 が 成 り 立 た な い 階 調 値 の サ ブ セ ッ ト (subset)を 決 め る た め に 設 定 さ
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れ る こ と を 特 徴 と す る 階 調 値 補 正 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 階 調 値 補 正 回 路 に お い て 、
　 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 と を 受 信 し て 、 こ れ ら 値 と 基 準 値 を 用 い
て 選 択 信 号 を 発 生 さ せ る 選 択 信 号 発 生 回 路 と 、
　 前 記 選 択 信 号 に 応 答 し て 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 補 正 階 調 値 の う ち で 、 何 れ か 一 つ
の 階 調 値 を 出 力 す る 階 調 値 選 択 回 路 と 、 を 備 え 、
　 前 記 基 準 値 は 、 補 正 が 成 り 立 た な い 階 調 値 の サ ブ セ ッ ト を 決 め る た め に 設 定 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 階 調 値 補 正 回 路 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 (liquid　 crystal　 display;以 下 「 LCD」 と す る )に 関 し 、 特 に
携 帯 用 中 小 型 LCDの よ う な デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 応 答 速 度 を 向 上 さ せ う る 階 調 値 補 正 方 法 、
補 正 回 路 、 及 び こ れ を 備 え る デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 パ ソ コ ン 、 テ レ ビ 及 び 他 の 装 置 が ス リ ム 化 及 び 軽 量 化 さ れ る に つ れ て デ ィ ス プ レ イ 装 置
も ま す ま す ス リ ム さ れ て 軽 く な っ て い る 。 こ の よ う な 傾 向 に 合 わ せ て LCDの よ う な フ ラ ッ
ト パ ネ ル 型 デ ィ ス プ レ イ が 徐 々 に 普 遍 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 LCDは 、 二 つ の 基 板 の 間 に 注 入 さ れ て い る 異 方 性 誘 電 率 を 持 つ 液 晶 物 質 に 電 界 (electric
 field)を 印 加 し て 、 こ の 電 界 の 強 さ を 調 節 し て 基 板 に 透 過 さ れ る 光 の 量 を 調 節 す る こ と
で 、 所 望 の 画 像 信 号 を 得 る 表 示 装 置 で あ る 。 こ の よ う な LCDは 、 携 帯 が 簡 便 な フ ラ ッ ト パ
ネ ル 型 デ ィ ス プ レ イ の う ち で 代 表 的 な も の で あ っ て 、 こ の う ち で も 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ー (t
hin film transistor:TFT)を ス イ ッ チ ン グ 素 子 と し て 利 用 し た TFT LCDが 主 に 利 用 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 よ く 知 ら れ た と こ ろ の よ う に 、 LCDは 鈍 い 応 答 速 度 を 持 つ の で 、 動 画 像 を デ ィ ス プ レ イ
す る の に 不 十 分 で あ る 。 し た が っ て 、 LCDの 鈍 い 応 答 速 度 を 改 善 す る た め に 努 力 し つ つ あ
る 。 LCDの 応 答 速 度 を 向 上 さ せ る た め に 使 わ れ て 来 た 技 術 の 一 つ が DCC(DyNamic Capacitan
ce Compensation)技 術 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 DCCは 、 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 (‘ 階 調 信 号 ’ ま た は ‘ 階 調 電 圧 ’ と も 言 う )と 現 在 フ レ
ー ム の 階 調 値 と を 比 べ て 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル (Look-Up Table:LUT)の 値 を 参 照 し て す
べ て の 場 合 の 数 に 対 し て 階 調 値 を 高 め る か (over-driving)、 低 め て (under-driving)液 晶
パ ネ ル の 応 答 速 度 を 償 っ て く れ る 方 式 で あ る 。 LUTは 、 以 前 フ レ ー ム が 持 つ こ と が で き る
階 調 値 と 現 フ レ ー ム が 持 つ こ と が で き る 階 調 値 の 各 場 合 に 対 す る 補 正 階 調 値 を 持 っ て い る
。 こ の 時 、 LUT値 は 通 常 の 実 験 に よ っ て 決 定 さ れ る が 、 LUTの 大 き さ は 液 晶 駆 動 装 置 の チ ッ
プ サ イ ズ 及 び 複 雑 度 に 大 き い 影 響 を 及 ぼ す 。 す な わ ち 、 す べ て の 場 合 の 数 に 対 し て 補 正 階
調 値 を LUTに 貯 蔵 し て お け ば LUTの 大 き さ が 増 加 す る よ う に な っ て 、 こ れ に よ っ て 液 晶 駆 動
装 置 の 大 き さ 及 び 複 雑 度 が 増 加 さ れ う る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し た が っ て 、 LUTの 大 き さ を 小 さ く し な が ら 、 イ ン タ ー ポ レ ー シ ョ ン (interpolation)を
通 じ て す べ て の 場 合 の LUT値 を 得 る こ と が で き る ア ル ゴ リ ズ ム が 提 示 さ れ て い る 。 こ の よ
う な ア ル ゴ リ ズ ム は 、 LUTの 大 き さ を 減 ら し う る 。 し か し 、 大 型 LCDで 使 わ れ る LUTの 大 き
さ は 、 携 帯 用 中 小 型 LCDに 適 用 す る に は 相 変 ら ず と て も 大 き い 。 ま た 、 LUTの 大 き さ を 減 ら
し た 縮 約 LUTを 使 う 場 合 、 LUTの 特 定 領 域 (例 え ば 、 LUT対 角 線 近 所 )で は 通 常 の イ ン タ ー ポ
レ ー シ ョ ン で 補 正 す る 場 合 、 画 質 が 落 ち る 場 合 も 発 生 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 液 晶 表 示 装 置 の 応 答 速 度 を 補 正 す る の に 使 わ れ る ル ッ ク
ア ッ プ テ ー ブ ル を 大 き さ を 減 ら す こ と で 、 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 の 大 き さ を 減 少 さ せ る
液 晶 表 示 装 置 の 階 調 値 補 正 方 法 、 補 正 回 路 、 及 び こ れ を 備 え る デ ィ ス プ レ イ 装 置 を 提 供 す
る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 液 晶 表 示 装 置 の 階 調 値 補 正 用 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル の 特 定
領 域 に 対 し て は 選 択 的 に 使 う こ と で 、 縮 約 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル の 使 用 に よ っ て 発 生 し う
る 画 質 低 下 を 防 止 し て 携 帯 用 中 小 型 LCDの 応 答 速 度 を 向 上 さ せ る た め の 階 調 値 補 正 方 法 、
補 正 回 路 、 及 び こ れ を 備 え る デ ィ ス プ レ イ 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 望 ま し い 一 側 面 に よ る デ ィ ス プ レ イ 装 置
の 階 調 値 (gray-scale value)を 補 正 す る 方 法 は 、 基 準 値 に 対 す る 前 記 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の
現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 と の 間 の 差 値 (difference)に 応 答 し て 、 前
記 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 ま た は 前 記 現 在 フ レ ー ム の 補 正 さ れ た 階
調 値 を 選 択 的 に 提 供 す る 段 階 を 含 む 。 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 前 記 以 前 フ レ ー ム の 階
調 値 と の 間 の 前 記 差 値 が 前 記 基 準 値 を 超 過 す れ ば 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 補 正 さ れ た 階 調 値
を 提 供 さ れ る こ と が で き 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 前 記 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 と の 間
の 前 記 差 値 が 前 記 基 準 値 よ り 小 さ け れ ば 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 が 提 供 さ れ う る 。 前
記 補 正 さ れ た 階 調 値 は 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル (look-up table)の 値 を イ ン タ ー ポ レ ー シ
ョ ン す る こ と で 決 ま る こ と が で き る 。 選 択 的 に 提 供 さ れ た 前 記 階 調 値 ま た は 前 記 補 正 さ れ
た 階 調 値 は 、 液 晶 表 示 装 置 の よ う な デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 印 加 さ れ う る 。 前 述 し た 本 発 明 の
一 側 面 に よ る 方 法 と 係 わ る 回 路 及 び 液 晶 表 示 装 置 が ま た 提 供 さ れ う る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 望 ま し い 他 の 一 側 面 に よ る 階 調 値 補 正 方
法 は 基 準 値 を 設 定 す る 段 階 と 、 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 の 差 値 と 基
準 値 を 比 べ る 段 階 と 、 比 較 結 果 に 基 づ い て 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 補 正 階 調 値 の う ち
で 、 何 れ か 一 つ の 階 調 値 を 出 力 す る 段 階 と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 補 正 階 調 値 は 、 デ ー タ 貯 蔵 回 路 に 貯 蔵 さ れ た 多 数 の 測 定 階 調 値 に つ い て の デ ー タ の
う ち で 、 少 な く と も 一 つ の 測 定 階 調 値 に つ い て の デ ー タ に 基 づ い て 生 成 さ れ る 。 前 記 基 準
値 は 、 前 記 基 準 値 を 0な い し 7の う ち で 、 何 れ か 一 つ に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 何 れ か 一 つ の 階 調 値 を 出 力 す る 段 階 は 、 前 記 差 値 が 前 記 基 準 値 よ り 大 き い 場 合 、 前
記 補 正 階 調 値 を 出 力 し て 、 そ れ 以 外 の 場 合 に は 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 を 出 力 す る 段
階 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 望 ま し い 他 の 側 面 に よ る 階 調 値 補 正 回 路 は 、 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 以 前 フ レ
ー ム の 階 調 値 を 受 信 し て 、 こ れ ら の 差 値 を 計 算 し て 、 計 算 さ れ た 差 値 と 基 準 値 の 比 較 結 果
に よ る 選 択 信 号 を 発 生 さ せ る 選 択 信 号 発 生 回 路 と 、 前 記 選 択 信 号 に 応 答 し て 前 記 現 在 フ レ
ー ム の 階 調 値 と 補 正 階 調 値 の う ち で 、 何 れ か 一 つ の 階 調 値 を 出 力 す る 階 調 値 選 択 回 路 と 、
を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 選 択 信 号 発 生 回 路 は 、 外 部 か ら 入 力 さ れ る 前 記 基 準 値 を 貯 蔵 す る た め の レ ジ ス タ ー
と 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 前 記 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 と を 受 信 し て 、 こ れ ら の 差 値
を 計 算 し て 、 前 記 計 算 さ れ た 差 値 を 出 力 す る た め の 演 算 器 と 、 前 記 レ ジ ス タ ー に 貯 蔵 さ れ
た 前 記 基 準 値 と 前 記 演 算 回 路 か ら 出 力 さ れ た 差 値 と を 受 信 し て 、 こ れ ら の 大 き さ を 比 べ て
、 そ の 比 較 結 果 に よ る 前 記 選 択 信 号 を 出 力 す る た め の 比 較 器 と 、 を 備 え る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 階 調 値 選 択 回 路 は 、 多 数 の 測 定 階 調 値 に つ い て の デ ー タ を 貯 蔵 し て お り 、 前 記 現 在
フ レ ー ム の 階 調 値 と 前 記 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 を 受 信 し て 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と
前 記 フ レ ー ム の 階 調 値 に 基 づ い て 前 記 多 数 の 測 定 階 調 値 に つ い て の デ ー タ の う ち で 、 少 な
く と も 一 つ の 測 定 階 調 値 に つ い て の デ ー タ を 出 力 す る た め の デ ー タ 貯 蔵 回 路 回 と 、 前 記 デ
ー タ 貯 蔵 回 路 か ら 出 力 さ れ た 前 記 少 な く と も 一 つ の 測 定 階 調 値 に つ い て の デ ー タ を 演 算 し
て 、 演 算 結 果 に よ る 前 記 補 正 階 調 値 を 出 力 す る た め の 演 算 器 と 、 前 記 演 算 器 か ら 出 力 さ れ
た 前 記 補 正 階 調 値 と 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と を 受 信 し て 、 前 記 選 択 信 号 に 応 答 し て 前
記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 前 記 補 正 階 調 値 の う ち で 、 何 れ か 一 つ の 階 調 値 を 出 力 す る た め
の 選 択 回 路 と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 望 ま し い ま た 他 の 側 面 に よ る デ ィ ス プ レ イ 装 置 は 、 各 々 が 対 応 す る ゲ ー ト 線 と
対 応 す る デ ー タ 線 の 交 点 に 形 成 さ れ た 多 数 の 画 素 を 備 え る 液 晶 表 示 パ ネ ル と 、 現 在 フ レ ー
ム の 階 調 値 と 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 を 受 信 し て 、 こ れ ら の 差 値 を 計 算 し て 、 計 算 さ れ た 差
値 と 設 定 さ れ た 基 準 値 の 比 較 結 果 に よ る 選 択 信 号 に 応 答 し て 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と
補 正 階 調 値 の う ち で 、 何 れ か 一 つ の 階 調 値 を 出 力 す る 階 調 値 補 正 回 路 、 前 記 階 調 値 補 正 回
路 か ら 出 力 さ れ た 階 調 値 に 相 応 す る 電 圧 を 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 対 応 す る デ ー タ 線 に 印 加
す る た め の デ ー タ ド ラ イ バ ー と 、 ゲ ー ト オ ン 信 号 を 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 対 応 す る ゲ ー ト
線 に 印 加 す る た め の ゲ ー ト ド ラ イ バ ー と 、 を 備 え る 。 そ し て 、 前 記 階 調 値 補 正 回 路 は 、 前
述 し た 構 造 を 持 つ 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 望 ま し い さ ら に 他 の 側 面 に よ る 各 々 が 対 応 す る ゲ ー ト 線 と 対 応 す る デ ー タ 線 と
の 交 点 に 形 成 さ れ た 多 数 の 画 素 を 備 え る 液 晶 表 示 パ ネ ル を 備 え る デ ィ ス プ レ イ 装 置 の デ ー
タ 線 駆 動 方 法 は 、 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 と 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 と を 受 信 し て 、 こ れ ら の
差 値 を 計 算 し て 、 計 算 さ れ た 差 値 と 設 定 さ れ た 基 準 値 の 比 較 結 果 に よ っ て 前 記 現 在 フ レ ー
ム の 階 調 値 と 補 正 階 調 値 の う ち で 、 何 れ か 一 つ の 階 調 値 を 出 力 す る (a)段 階 と 、 前 記 (a)段
階 で 出 力 さ れ た 階 調 値 に 相 応 す る 電 圧 を 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 対 応 す る デ ー タ 線 に 印 加 す
る 段 階 と 、 を 備 え る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 階 調 値 補 正 方 法 と 階 調 値 補 正 回 路 は 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル に 必 要 な ポ イ
ン ツ (points)に 測 定 階 調 値 の み を 貯 蔵 し て 、 残 り の 階 調 値 は 演 算 処 理 を 通 じ て 計 算 で き る
の で ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル の 大 き さ を 減 少 さ せ う る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 に よ る 階 調 値 補 正 方 法 と 階 調 値 補 正 回 路 は 、 携 帯 用 中 小 型 デ ィ ス プ
レ イ 装 置 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 階 調 値 補 正 方 法 と 階 調 値 補 正 回 路 は 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル の 対 角
線 方 向 、 ま た は 前 記 対 角 線 を 含 む 所 定 の 領 域 に 対 し て は 選 択 的 に 補 正 を し な い こ と も あ る
の で 、 ユ ー ザ の 選 択 に よ っ て 特 定 領 域 の 映 像 (image)に 対 す る 質 (quality)を 維 持 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 と 本 発 明 の 動 作 上 の 利 点 及 び 本 発 明 の 実 施 に よ っ て 達 成 さ れ る 目 的 を 充 分 に 理 解
す る た め に は 、 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 形 態 を 例 示 す る 添 付 図 面 及 び 添 付 図 面 に 記 載 さ れ た
内 容 を 参 照 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 添 付 し た 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 形 態 を 説 明 す る こ と で 、 本 発 明
を 詳 細 に 説 明 す る 。 各 図 面 に 提 示 さ れ た 同 一 な 参 照 符 号 は 同 一 な 部 材 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る デ ィ ス プ レ イ 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 。 図 １ を 参 照
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す れ ば 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る デ ィ ス プ レ イ 装 置 １ ０ ０ は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ ０ 、
ゲ ー ト ド ラ イ バ ー １ ２ ０ 、 デ ー タ ド ラ イ バ ー １ ３ ０ 及 び 階 調 値 補 正 回 路 ２ ０ ０ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 液 晶 表 示 装 置 パ ネ ル １ １ ０ に は 、 ゲ ー ト オ ン 信 号 を 伝 達 す る た め の 多 数 の ゲ ー ト 線 S1、
S2、 S3、 ...、 Snが 形 成 さ れ て お り 、 補 正 さ れ た 階 調 値 (ま た は 、 補 正 さ れ た 階 調 値 に 相 応
す る 電 圧 )を 伝 達 す る た め の デ ー タ 線 D1、 D2、 ...、 Dmが 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 よ く 知 ら れ た と こ ろ の よ う に 、 ゲ ー ト 線 S1、 S2、 S3、 ...、 Snと デ ー タ 線 D1、 D2、 ...、
Dmが 合 う 交 点 ご と に 画 素 １ １ １ が 形 成 さ れ 、 各 画 素 １ １ １ は ゲ ー ト 線 と デ ー タ 線 に 各 々 ゲ
ー ト 電 極 と ソ ー ス 電 極 と が 連 結 さ れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ー と 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ー の ド レ ー
ン 電 極 に 連 結 さ れ る キ ャ パ シ タ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 ゲ ー ト ド ラ イ バ ー １ ２ ０ は 、 対 応 す る ゲ ー ト 線 S1、 S2、 S3、 ...、 Snに 順 次 的 に ゲ
ー ト オ ン 電 圧 を 印 加 し て 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 が 印 加 さ れ た 対 応 す る ゲ ー ト 線 S1、 S2、 S3、 ..
.、 Snに ゲ ー ト 電 極 が 連 結 さ れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ー １ １ １ を タ ー ン オ ン さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 階 調 値 補 正 回 路 ２ ０ ０ は 、 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 Gnを 受 信 し た 後 、 現 在 フ レ ー ム の
階 調 値 G(n)と 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n-1)と の 差 値 を 計 算 し て 、 計 算 さ れ た 階 調 値 と 設 定
さ れ た 基 準 値 と の 比 較 結 果 に よ る 選 択 信 号 に 応 答 し て 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 ま た は 補
正 階 調 値 G(nま た は G'(n)を デ ー タ ド ラ イ バ ー １ ３ ０ に 出 力 す る 。 前 記 基 準 値 は 固 定 さ れ た
値 で あ り 得 、 経 時 的 に 可 変 さ れ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 デ ー タ ド ラ イ バ ー １ ３ ０ は 、 前 記 階 調 値 補 正 回 路 ２ ０ ０ か ら 出 力 さ れ た 階 調 値 G(n)
ま た は G'(n)に 相 応 す る 電 圧 を 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ ０ の 対 応 す る デ ー タ 線 D1、 D2、 ...
、 Dmに 印 加 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 階 調 値 補 正 回 路 の 一 実 施 形 態 を 示 す 。 図 ２ を 参 照 す れ
ば 、 前 記 階 調 値 補 正 回 路 ２ ０ ０ は 、 選 択 信 号 発 生 回 路 ２ １ ０ と 階 調 値 選 択 回 路 ２ ３ ０ と を
備 え る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 選 択 信 号 発 生 回 路 ２ １ ０ は 、 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n)と 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 G(
n-1)を 受 信 し て 、 こ れ ら G(n)と G(n-1)の 差 値 を 計 算 し て 、 計 算 さ れ た 差 値 と 設 定 さ れ た 基
準 値 REFと を 比 べ て 、 そ の 比 較 結 果 に よ る 選 択 信 号 SELを 発 生 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 階 調 値 選 択 回 路 ２ ３ ０ は 、 前 記 選 択 信 号 (SEL)に 応 答 し て 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調
値 G(n)と 補 正 階 調 値 G'(n)の う ち で 、 何 れ か 一 つ の 階 調 値 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 選 択 信 号 発 生 回 路 ２ １ ０ は 、 レ ジ ス タ ー ２ １ １ 、 演 算 器 ２ １ ３ 、 及 び 比 較 器 ２ １ ５
を 備 え る 。 前 記 レ ジ ス タ ー ２ １ １ は 、 CPU、 プ ロ セ ッ サ ー 及 び /ま た は 他 の 装 置 か ら 入 力 さ
れ う る 基 準 値 REFを 受 信 し て 貯 蔵 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 記 演 算 器 １ ２ ３ は 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n)と 前 記 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n-
1)と を 受 信 し て 、 こ れ ら の 差 値 を 計 算 し て 、 前 記 計 算 さ れ た 差 値 を 比 較 器 ２ １ ５ に 出 力 す
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 前 記 比 較 器 ２ １ ５ は 、 前 記 レ ジ ス タ ー ２ １ １ に 貯 蔵 さ れ た 基 準 値 REFと 前 記 演 算 器 ２ １
３ か ら 出 力 さ れ た 差 値 を 受 信 し て 、 こ れ ら の 大 き さ を 比 べ て 、 そ の 比 較 結 果 に よ る 選 択 信
号 SELを 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 例 え ば 、 前 記 選 択 信 号 発 生 回 路 ２ １ ０ は 、 数 １ に よ っ て 選 択 信 号 SELを 発 生 さ せ る 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 前 記 基 準 値 REFは 、 CPUな ど を 通 じ て 0な い し 7の う ち 、 何 れ か 一 つ の 値 に 設 定 さ れ う る 。
し か し 、 発 明 に よ る 基 準 値 REFの 範 囲 は 0な い し 7の う ち 、 何 れ か 一 つ の 値 に 限 定 さ れ る の
で は な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 し た が っ て 、 前 記 基 準 値 REFが 0な い し 7の う ち 、 何 れ か 一 つ の 値 に 設 定 さ れ て 前 記 差 値
が 前 記 基 準 値 REFよ り 同 じ か 小 さ な 場 合 、 階 調 値 選 択 回 路 ２ ３ ０ は 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 G
(n)を 出 力 す る 。 し か し 、 そ れ 以 外 の 場 合 に は 、 前 記 階 調 値 選 択 回 路 ２ ３ ０ は 次 に 説 明 さ
れ た 補 正 階 調 値 G'(n)を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 前 記 階 調 値 選 択 回 路 ２ ３ ０ は 、 フ レ ー ム メ モ リ ２ ３ １ 、 デ ー タ 貯 蔵 回 路 ２ ３ ３ 、 演 算 器
２ ３ ５ 、 及 び 選 択 回 路 ２ ３ ７ を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 前 記 フ レ ー ム メ モ リ ２ ３ １ は 、 一 つ の フ レ ー ム に 該 当 す る 階 調 値 を 貯 蔵 す る 。 し た が っ
て 、 前 記 フ レ ー ム メ モ リ ２ ３ １ に n(nは 正 の 定 数 )番 目 フ レ ー ム (ま た は 、 現 在 フ レ ー ム (cu
rrent frame))の 階 調 値 が 入 力 さ れ る 場 合 、 前 記 フ レ ー ム メ モ リ ２ ３ １ は (n-1)番 目 フ レ ー
ム (ま た は 、 以 前 フ レ ー ム (previous frame))の 階 調 値 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 前 記 デ ー タ 貯 蔵 回 路 ２ ３ ３ は 、 実 験 に よ っ て 決 ま っ た 多 数 の 階 調 値 (以 下 ‘ 多 数 の 測 定
階 調 値 ’ と い う )に つ い て の デ ー タ を 貯 蔵 し て お り 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n)と 前
記 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n-1)と を 受 信 し て 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n)と 前 記 以 前
フ レ ー ム の 階 調 値 G(n-1)と に 基 づ い て 前 記 多 数 の 測 定 階 調 値 に つ い て の デ ー タ の う ち で 、
少 な く と も 一 つ の 測 定 階 調 値 に つ い て の デ ー タ MVを 演 算 器 ２ ３ ５ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 前 記 デ ー タ 貯 蔵 回 路 ２ ３ ３ は 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル (LUT)２ ３ ４ を 含 む 。 前 記 LUT２ ３
４ は 、 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n-1)と 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n)に 基 づ い た 多 数 の 測 定 階
調 値 を テ ー ブ ル 化 し て 貯 蔵 し て い る 。 前 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル (LUT)２ ３ ４ に 貯 蔵 さ れ
た 測 定 階 調 値 (ま た は 、 デ ー タ ;DATA)は 、 図 示 さ れ て い な い レ ジ ス タ ー を 用 い て 外 部 か ら
セ ッ テ ィ ン グ で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ こ で 、 LUT２ ３ ４ に 対 し て 、 さ ら に 詳 し く 説 明 す る た め に 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ を 参 照 す
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ３ Ａ は 、 一 般 的 な ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル の 一 例 で あ る 。 図 ３ Ａ に 図 示 さ れ た LUTは 、
画 素 デ ー タ が 6ビ ッ ト (R、 G、 B各 々 に 対 し て 6ビ ッ ト )で 表 現 さ れ る 場 合 に お い て 、 各 画 素
デ ー タ が 持 つ こ と が で き る す べ て の 階 調 値 を テ ー ブ ル 化 し た こ と で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ３ Ａ を 参 照 す れ ば 、 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n-1)は 、 6ビ ッ ト で 表 現 さ れ る の で 64個
の 相 違 な る 値 (こ こ で は 0,1,2,...,63)で 表 現 さ れ う る 。 同 じ く 、 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 G(
n)も や は り 64個 の 相 違 な る 値 (こ こ で は 0,1,2,...,63)で 表 現 さ れ う る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 し た が っ て 、 R、 G、 Bに 対 し て 各 々 の LUT大 き さ は 64*64*6ビ ッ ト に な る の で 、 LUTの 総 大
き さ は 64*64*6*3ビ ッ ト に な る 。 こ の よ う に 、 す べ て の 値 に 対 し て 、 す な わ ち 以 前 フ レ ー
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ム の 階 調 値 G(n-1)と 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n)が 持 つ こ と が で き る す べ て の ポ イ ン ト に 対
し て 、 補 正 階 調 値 を テ ー ブ ル 化 す れ ば LUT大 き さ が あ ま り 大 き く な る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ３ Ｂ を 参 照 す れ ば 、 LUT大 き さ を 減 ら す た め に 、 各 フ レ ー ム の 階 調 値 が 選 択 さ れ た ポ
イ ン ト 、 例 え ば 、 0、 8、 16、 24、 32、 40、 48、 56、 63で あ る ポ イ ン ト に 対 し て の み 補 正 階
調 値 を テ ー ブ ル 化 し て 貯 蔵 す る 。 す な わ ち 、 {以 前 フ レ ー ム 階 調 値 、 現 在 フ レ ー ム 階 調 値 }
が 、 {0,0}、 {0,8}、 {0,16},...,{8,0}、 {8,8}、 {8,16}..., {63,48}、 {63,56}、 {63,63}
で あ る 総 9*9(81)ポ イ ン ト に 該 当 す る 補 正 階 調 値 だ け が 貯 蔵 さ れ る 。 し た が っ て 、 R、 G、 B
に 対 し て 各 々 の LUT大 き さ は 9*9*6ビ ッ ト に な る の で 、 LUTの 総 大 き さ は 9*9*6*3ビ ッ ト に な
る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ３ Ｂ に 図 示 し た よ う に 、 縮 約 LUTが 使 わ れ る 場 合 、 前 記 LUTに 貯 蔵 さ れ て い な い 残 り の
ポ イ ン ト (ま た は 、 階 調 値 )の 補 正 階 調 値 は 、 演 算 器 ２ ３ ５ に よ っ て イ ン タ ー ポ レ ー シ ョ ン
(interpolation)を 用 い て 演 算 さ れ う る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 更 に 図 ２ を 参 照 す れ ば 、 図 ２ に 図 示 し た LUT２ ３ ４ は 、 図 ３ Ｂ に 図 示 し た よ う な 縮 約 LUT
で 構 成 さ れ る と 仮 定 す る 。  LUT２ ３ ４ の 各 セ ル に は 、 対 応 す る 測 定 階 調 値 (ま た は 、 デ ー
タ )が 貯 蔵 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 前 記 デ ー タ 貯 蔵 回 路 ２ ３ ３ は 、 以 前 フ レ ー ム 値 G(n-1)と 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n)に よ
る 少 な く と も 一 つ の 測 定 階 調 値 MVを 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 さ ら に 詳 し く 説 明 す れ ば 、 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n-1)、 例 え ば 、 図 ３ Ｂ の 63)と 現 在
フ レ ー ム の 階 調 値 G(n)、 例 え ば 、 図 ３ Ｂ の 8)に 該 当 す る 測 定 階 調 値 (A)と 、 が 前 記 LUTの 対
応 す る セ ル ３ ０ １ に あ れ ば 、 前 記 セ ル ３ ０ １ の 測 定 階 調 値 (A)を 出 力 す る 。 し か し 、 以 前
フ レ ー ム 階 調 値 G(n-1)、 例 え ば 、 図 ３ Ｂ の 10)と 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n)、 例 え ば 、 図
３ Ｂ の 10)に 該 当 す る 測 定 階 調 値 と 、 が 前 記 LUTの セ ル ３ ０ １ に な け れ ば 、 以 前 フ レ ー ム の
階 調 値 (G(n-1)=10)と 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 (G(n)=10)に 近 い ポ イ ン ト の 基 準 階 調 値 (B)と
前 記 基 準 階 調 値 (B)に 隣 接 す る 二 つ の 隣 接 階 調 値 (Cと D)を 出 力 す る 。 こ れ に 対 し て は 図 ４
Ａ と 図 ４ Ｂ を 参 照 し て 後 述 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 演 算 器 ２ ３ ５ は 、 前 記 デ ー タ 貯 蔵 回 路 ２ ３ ３ か ら 出 力 さ れ た 前 記 少 な く と も 一 つ の 測 定
階 調 値 MVに つ い て の デ ー タ を 演 算 し て 、 演 算 結 果 に よ る 前 記 補 正 階 調 値 G'(n)を 出 力 す る
。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ４ Ａ は 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル に な い 補 正 階 調 値 を 計 算 す る た め の 概 念 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ４ Ａ を 参 照 し て 、 f 0 0 、 f 1 0 、 f 0 1 、 及 び f 1 1 は 、 LUT(図 ２ の ２ ３ ４ )に 貯 蔵 さ れ て い る
測 定 階 調 値 で 、 fは 所 定 の 演 算 を 通 じ て 求 め よ う と す る 補 正 階 調 値 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 数 ２ は 、 前 記 fを 演 算 す る た め の 数 式 の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ７ 】
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　 こ の 時 、 f 1 1 は 使 わ れ な い こ と も あ る 。 f 1 1 が 使 わ れ な い と い う こ と は 、 fを 求 め る の に
当 っ て 4番 目 の ア イ テ ム (cxy)を 考 慮 し な い と い う こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ４ Ｂ は 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル に な い 補 正 階 調 値 を 計 算 す る た め の 具 体 的 な 例 を 示 す
。 図 ４ Ｂ を 参 照 す れ ば 、 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n-1)が 13で 、 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n)
が 36の 場 合 、 す な わ ち {13,36}ポ イ ン ト に 該 当 す る 補 正 (測 定 )階 調 値 は 、 LUTに 貯 蔵 さ れ て
い な い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 し た が っ て 、 前 記 デ ー タ 貯 蔵 回 路 ２ ３ ３ は 、 {13,36}ポ イ ン ト に 近 い ポ イ ン ト {8,32}に
該 当 す る 測 定 階 調 値 42を 基 準 階 調 値 と し て 演 算 器 ２ ３ ５ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 同 時 に 、 前 記 デ ー タ 貯 蔵 回 路 ２ ３ ３ は 、 基 準 階 調 値 42に 該 当 す る ポ イ ン ト {8,32}に 隣 る
二 つ の ポ イ ン ト 、 す な わ ち {16,32}ポ イ ン ト 及 び {8,40}ポ イ ン ト に 各 々 該 当 す る 測 定 階 調
値 38、 54を 演 算 器 ２ ３ ５ に 出 力 す る 。 こ の 場 合 、 前 記 デ ー タ 貯 蔵 回 路 ２ ３ ３ は 、 3個 の 測
定 階 調 値 (ま た は 、 デ ー タ )42、 38、 54を 演 算 器 ２ ３ ５ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 前 述 し た よ う に 、 LUTに な い 補 正 階 調 値 を 演 算 を 通 じ て 得 る た め に は 、 三 つ の ポ イ ン ト
に 対 す る 測 定 階 調 値 が 必 要 で あ る 。 LUTか ら 三 つ の ポ イ ン ト に 対 す る 測 定 階 調 値 を 同 時 に
出 力 す る た め に は 、 LUTの 3個 の セ ル を 同 時 に ア ク セ ス で き る バ ス ラ イ ン 構 造 を 持 つ こ と が
望 ま し い 。 こ こ で 、 各 測 定 階 調 値 が 6ビ ッ ト で 表 現 さ れ る こ と で 仮 定 す れ ば 、 LUTを ア ク セ
ス す る た め に 6*3(18)ビ ッ ト ラ イ ン 数 、 R、 G、 Bを す べ て 考 慮 す れ ば 6*3*3個 の ビ ッ ト ラ イ
ン 数 が 備 わ ら れ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 前 記 演 算 器 ２ ３ ５ は 、 デ ー タ 貯 蔵 回 路 ２ ３ ３ か ら 出 力 さ れ た デ ー タ 42、 38、 54を 受 信 し
て 、 受 信 さ れ た デ ー タ に 対 し て 数 ３ の よ う に イ ン タ ー ポ レ ー シ ョ ン を 遂 行 し て 、 そ の 結 果
G'(n)を 選 択 回 路 ２ ３ ７ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
【 数 ３ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ４ Ｂ を 参 照 す れ ば 、 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n)は 、 下 に 行 く ほ ど 増 加 す る 一 方 に 、 以
前 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n-1)は 左 に 行 く ほ ど 減 少 す る 。 こ の 時 、 fは 42で 、 測 定 階 調 値 の 差 (
a)は 12(=54-12)、 測 定 階 調 値 の 差 (b)は 4(=42-38)で あ る 。 前 記 数 ３ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形
態 に よ る 前 記 演 算 器 ２ ３ ５ が 遂 行 で き る 演 算 の 一 例 で あ る だ け で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 前 記 演 算 器 ２ ３ ５ は 、 イ ン タ ー ポ レ ー シ ョ ン 遂 行 結 果 と し て 発 生 さ れ た 補 正 階 調 値 G'(n
)を 選 択 回 路 ２ ３ ７ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 前 記 選 択 回 路 ２ ３ ７ は 、 前 記 演 算 器 ２ ３ ５ か ら 出 力 さ れ た 補 正 階 調 値 G'(n)と 現 在 フ レ
ー ム の 階 調 値 G(n)を 受 信 し て 、 選 択 信 号 SELに 応 答 し て 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n)と
前 記 補 正 階 調 値 G'(n)の う ち で 、 何 れ か 一 つ の 階 調 値 を 出 力 す る 。 前 記 選 択 回 路 ２ ３ ７ は
、 マ ル チ プ レ ク サ で 具 現 さ れ う る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 選 択 信 号 発 生 回 路 ２ １ ０ は 、 イ ン タ ー ポ レ ー シ ョ ン さ れ た 補 正 階 調 値 G'(n)を 出 力 す る
か ま た は 補 正 さ れ な い 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n)を そ の ま ま 出 力 す る か を 判 断 し て 、 そ の
判 断 結 果 に よ る 選 択 信 号 SELを 選 択 回 路 237に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
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　 前 記 選 択 信 号 発 生 回 路 ２ １ ０ の レ ジ ス タ ー ２ １ １ は 、 LUTの 特 定 領 域 に 対 し て 選 択 的 に
補 正 を 遂 行 し な い た め の 基 準 値 REFを 貯 蔵 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 更 に 図 ３ Ａ を 参 照 す れ ば 、 階 調 電 圧 の 補 正 に よ っ て 画 質 改 善 は な さ れ ず む し ろ 画 質 低 下
が 発 生 で き る 領 域 も あ り 得 る が 、 そ の 領 域 は LUTの 対 角 線 ３ １ １ 付 近 で あ る 。 図 ３ Ａ で 対
角 線 ３ １ １ を 基 準 で 上 の 領 域 は 、 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n-1)が 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 G(
n)よ り 大 き い 領 域 で あ る 。 す な わ ち 、 前 記 の 上 の 領 域 は 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n-1)に 比
べ て 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n)が 減 少 す る フ ォ ー リ ン グ パ ー ト (falling part)で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま た 、 前 記 対 角 線 ３ １ １ を 基 準 で 下 の 領 域 は 、 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n-1)が 現 在 フ レ
ー ム の 階 調 値 G(n)よ り 小 さ な 領 域 で あ る 。 す な わ ち 、 前 記 の 下 の 領 域 は 、 以 前 フ レ ー ム の
階 調 値 G(n-1)に 比 べ て 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n)が 増 加 す る ラ イ ジ ン グ パ ー ト (rising pa
rt)で あ る 。 知 ら れ た と こ ろ の よ う に 、 液 晶 は ラ イ ジ ン グ パ ー ト と フ ォ ー リ ン グ パ ー ト の
応 答 速 度 が 非 常 に 相 異 な っ て い る 特 性 を 示 す 。 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ラ イ ジ ン グ
パ ー ト と フ ォ ー リ ン グ パ ー ト の 境 界 領 域 の 画 質 を 維 持 す る た め に 、 前 記 境 界 領 域 に 対 し て
選 択 的 に 補 正 を 行 わ な い こ と も あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ の よ う に 所 定 領 域 を 補 正 し な い た め に 、 図 ２ の 選 択 回 路 ２ １ ０ は 、 所 定 の 規 則 (例 え
ば 、 数 １ の 規 則 )に よ っ て 選 択 信 号 SELを 発 生 さ せ る 。 図 ２ の 選 択 回 路 ２ １ ０ が 前 記 数 １ に
よ っ て 選 択 信 号 SELを 発 生 し て 基 準 値 REFが 7で あ る 場 合 、 所 定 領 域 (補 正 を 行 わ な い 領 域 )
は 、 図 ３ Ａ で 二 つ の 線 ３ ２ １ 、 ３ ２ ２ の 間 の 領 域 ３ ２ ０ と ほ ぼ 一 致 す る 。 補 正 し な い 領 域
を 選 択 す る た め の 規 則 は 変 わ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 ３ Ａ に 図 示 し た 対 角 線 ３ １ １ を
中 心 に し た ブ ロ ッ ク 領 域 ３ ３ ０ に 対 し て 補 正 が な さ れ な い よ う に 設 定 さ れ う る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 階 調 値 補 正 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 ２
と 図 ５ を 参 照 し て 、 階 調 値 補 正 方 法 を 説 明 す れ ば 次 の よ う で あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ユ ー ザ は 、 CPUを 通 じ て 基 準 値 REFを レ ジ ス タ ー ２ １ １ に 設 定 す る (510)。 前 記 基 準 値 REF
は 、 0な い し 7の う ち で 何 れ か 一 つ で 設 定 す る こ と が 望 ま し い 。 す な わ ち 、 前 記 基 準 値 REF
は 、 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n)と 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n-1)と の 差 が 一 定 な 値 を 持 つ 場
合 、 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n)を デ ー タ ド ラ イ バ ー １ ３ ０ に 出 力 す る た め の 値 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 選 択 信 号 発 生 回 路 ２ １ ０ は 、 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n)と 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n-1)
と の 差 値 と 設 定 さ れ た 基 準 値 REFの 大 き さ と を 比 べ る (530)。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 前 記 差 値 が 前 記 設 定 さ れ た 基 準 値 REFよ り 同 じ か 小 さ な 場 合 、 階 調 値 選 択 回 路 ２ ３ ０ は
選 択 信 号 SELに 応 答 し て 補 正 さ れ な い 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n)を 出 力 す る (540)。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 し か し 、 前 記 差 値 が 前 記 設 定 さ れ た 基 準 値 REFよ り 大 き い 場 合 、 階 調 値 選 択 回 路 ２ ３ ０
は 選 択 信 号 SELに 応 答 し て 補 正 階 調 値 G’ (n)を 出 力 す る (550)。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 前 記 補 正 階 調 値 G’ (n)は 、 デ ー タ 貯 蔵 回 路 ２ ３ ３ に 貯 蔵 さ れ た 多 数 の 測 定 階 調 値 に つ い
て の デ ー タ の う ち で 、 少 な く と も 一 つ の 測 定 階 調 値 に つ い て の デ ー タ に 基 づ い て 演 算 器 ２
３ ５ か ら 生 成 さ れ た 値 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る デ ィ ス プ レ イ 装 置 の デ ー タ 線 駆 動 方 法 を 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。 図 １ と 図 ６ を 参 照 し て 、 各 々 が 対 応 す る ゲ ー ト 線 と 対 応 す る デ ー タ 線 の
交 点 に 形 成 さ れ た 多 数 の 画 素 １ １ １ を 備 え る 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ ０ を 備 え る デ ィ ス プ レ イ
装 置 で デ ー タ 線 を 駆 動 す る 方 法 を 説 明 す れ ば 次 の よ う で あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
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　 階 調 値 補 正 回 路 ２ ０ ０ は 、 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n)と 以 前 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n-1)と
を 受 信 し て 、 こ れ ら の 差 値 を 計 算 し て 、 計 算 さ れ た 差 値 と 設 定 さ れ た 基 準 値 REFの 比 較 結
果 に よ る 選 択 信 号 SELに 応 答 し て 前 記 現 在 フ レ ー ム の 階 調 値 G(n)と 補 正 階 調 値 G’ (n)の う
ち で 、 何 れ か 一 つ の 階 調 値 を デ ー タ ド ラ イ バ ー １ ３ ０ に 出 力 す る (610)。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 前 記 デ ー タ ド ラ イ バ ー １ ３ ０ は 、 前 記 階 調 値 補 正 回 路 ２ ０ ０ か ら 出 力 さ れ た 階 調 値 G(n)
ま た は G'(n)に 相 応 す る 電 圧 を 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ ０ の 対 応 す る デ ー タ 線 に 印 加 す る (630)
。 し た が っ て 、 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ ０ の 応 答 速 度 は 増 加 さ れ る 。 本 明 細 書 で は 階 調 値 と 言
う 用 語 を 使 っ て い る が 、 前 記 階 調 値 は 階 調 信 号 ま た は 階 調 電 圧 の よ う な 意 味 で 使 用 さ れ う
る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 本 発 明 は 、 図 面 に 図 示 さ れ た 実 施 形 態 を 参 考 に 説 明 さ れ た が 、 こ れ は 例 示 的 な も の に 過
ぎ ず 、 当 業 者 な ら ば こ れ よ り 多 様 な 変 形 及 び 均 等 な 他 実 施 形 態 が 可 能 で あ る と い う 点 を 理
解 で き る で あ ろ う 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 真 の 技 術 的 保 護 範 囲 は 、 特 許 請 求 範 囲 に よ っ て
決 ま る べ き で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 携 帯 用 の 中 小 型 LCDの よ う な デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 応 答 速 度 を
向 上 さ せ う る 階 調 値 補 正 方 法 、 補 正 回 路 、 及 び こ れ を 備 え る デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 適 用 さ れ
う る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 本 発 明 の 詳 細 な 説 明 で 引 用 さ れ る 図 面 を よ り 充 分 に 理 解 す る た め に 、 各 図 面 の 簡 単 な 説
明 が 提 供 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 よ る デ ィ ス プ レ イ 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 よ る 階 調 値 補 正 回 路 の 一 実 施 形 態 を 示 す 。
【 図 ３ Ａ 】 一 般 的 な ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル を 示 す 。
【 図 ３ Ｂ 】 必 要 な 階 調 値 だ け で 構 成 さ れ た ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル の 一 実 施 形 態 を 示 す 。
【 図 ４ Ａ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル に な い 補 正 階 調 値 を 計 算 す る
た め の 概 念 図 を 示 す 。
【 図 ４ Ｂ 】 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル に な い 補 正 階 調 値 を 計 算 す る た め の 具 体 的 な 例 を 示 す 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 階 調 値 補 正 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る デ ィ ス プ レ イ 装 置 の デ ー タ 線 駆 動 方 法 を 示 す フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 １ ０ ０ ： デ ィ ス プ レ イ 装 置
　 １ １ ０ ： 液 晶 表 示 パ ネ ル
　 １ １ １ ： 画 素
　 １ ２ ０ ： ゲ ー ト ド ラ イ バ ー
　 １ ３ ０ ： デ ー タ ド ラ イ バ ー
　 ２ ０ ０ ： 階 調 値 補 正 回 路
　 ２ １ ０ ： 選 択 信 号 発 生 回 路
　 ２ １ １ ： レ ジ ス タ ー
　 ２ １ ３ ： 演 算 器
　 ２ １ ５ ： 比 較 器
　 ２ ３ ０ ： 階 調 値 選 択 回 路
　 ２ ３ １ ： フ レ ー ム メ モ リ
　 ２ ３ ３ ： デ ー タ 貯 蔵 回 路

10

20

30

40

50

(13) JP 2006-338016 A 2006.12.14



　 ２ ３ ４ ： ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル
　 ２ ３ ５ ： 演 算 器
　 ２ ３ ７ ： 選 択 回 路

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ Ｂ 】

【 図 ４ Ａ 】
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【 図 ４ Ｂ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ３ Ａ 】
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